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顧問規程（中会社・サービス業）

第１章　総　　則

（目的）
第１条　この規程は、株式会社○○（以下「会社」という）の顧問制度について定める。

（定義）
第２条　顧問制度とは、会社に外部の有識者または退任した役員などを顧問として委嘱することである。

２　顧問は、大学教授や専門家または会社の業務に有用な知識および技術などを提供できる者とする。

第２章　就　　任

（就任契約）
第３条　顧問の就任は、取締役会の決議による。

２　顧問の就任時には、双方の合意に基づき、別紙契約書を取り交わすことを要する。

（任務）
第４条　顧問の任務は、技術、税務、財務、法務などの専門分野について高度の知識と豊かな経験をふまえ、専門的見地から助言を行うことである。

２　顧問は、必要がある場合には、助言だけでなく、実際の指導を行うことができる。

（勤務）
第５条　顧問は、原則として非常勤とする。

（任期）
第６条　顧問の任期は原則として１年とする。ただし、取締役会において特別の取り決めがあったときは、これに従う。

第３章　待遇等

（報酬）
第７条　顧問の報酬は、業務の内容、経験、知識および社会的地位などを考慮して、取締　　役会で決定する。

２　報酬は、毎月25日に本人指定の口座に振り込むものとする。

３　顧問の交通費は、そのつど実費を支給する。

（出張旅費）
第８条　顧問が社用で旅行する場合は、「役員出張旅費規程」に準じて待遇する。

２　顧問が社用で旅行する場合は、専務取締役に準じて待遇する。

（その他）
第９条　この規程に定めのない事項については、取締役会の決議によるものとする。

付　　則

（規程の改廃）
第１条　この規程の改廃は、規程管理規程による。

（実施期日）
第２条　この規程は、平成○年○月○日から施行する。































